
て
い
る
ば
か
り
な
り
。
保
安
隊
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
で
い
る
。
宿
舎

ま
で
行
軍
、
宿
舎
内
は
住
民
が
自
由
に
出
入
り
出
来
、
時
計
、
そ

の
他
貴
重
品
を
見
れ
ば
奪
い
、
手
出
し
は
も
ち
ろ
ん
、
口
出
し
も

出
来
な
い
有
様
な
り
。

九
月
二
十
日
ご
ろ
武
装
解
除
。
街
の
中
心
部
へ
移
動
。
共
同
便

所
、
防
空
濠
の
汚
物
を
揚
子
江
へ
捨
て
に
行
く
。
作
業
の
往
復
に

は
石
や
物
を
投
げ
ら
れ
た
。
毎
日
、
こ
の
作
業
を
続
け
た
。

四
、
五
日
の
行
軍
に
て
湖
北
省
黄
崗
県
団
風
花
園
保
に
移
動
、

軍
行
路
建
設
工
事
に
従
事
。
民
家
の
土
間
に
藁
を
敷
い
て
暮
ら
し

一
冬
を
過
ご
す
。

二
十
一
年
五
月
、
復
員
の
た
め
移
動
、
九
江
よ
り
無
蓋
車
に
て

上
海
へ
。
特
別
市
政
府
三
階
に
待
機
、
六
月
博
多
上
陸
、
復
員
。

（
後
記
、
昭
和
十
五
年
宣
昌
作
戦
と
比
べ
て
）

南
京
を
出
て
か
ら
の
制
空
権
の
無
い
悲
し
さ
。
終
戦
ま
で
の
一

年
余
は
も
ぐ
ら
生
活
だ
っ
た
。
弾
薬
、
食
糧
等
思
う
ほ
ど
輸
送
も

進
ま
ず
。

衡
陽
で
は
反
転
途
中
、
六
連
隊
長
に
空
襲
の
合
い
間
を
見
て
申

告
を
す
ま
す
。
大
隊
砲
小
隊
を
訪
ね
一
別
以
来
の
戦
友
に
会
い
喜

び
を
と
も
に
す
る
も
、
大
川
が
退
避
が
遅
れ
て
敵
機
の
機
銃
掃
射

で
戦
死
。
患
者
後
送
中
い
か
に
多
数
の
兵
士
が
コ
レ
ラ
で
死
ん
だ

こ
と
だ
ろ
う
。
手
当
て
の
仕
様
が
な
い
。

易
俗
河
の
ブ
ン
ド
ウ
豆
。
河
北
省
で
は
ハ
ス
リ
貝
そ
の
他
カ
エ

ル
、
ヘ
ビ
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
を
食
べ
た
。
四
月
ご
ろ
よ
り
暖
か
く

な
り
、
軍
服
の
裏
地
、
毛
布
そ
の
他
下
着
ま
で
売
っ
て
命
を
つ
な

い
で
来
た
。
も
う
一
度
冬
を
過
ご
し
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
か
・
・
・
・
。

浙
■
大
作
戦
体
験
記　 大
阪
府
　
北
口
功
忠
　 

私
は
昭
和
十
五
年
九
月
五
日
、
鳥
取
中
部
第
四
十
七
部
隊
第
九

中
隊
に
入
営
す
。
同
年
兵
は
直
ぐ
北
支
に
派
遣
さ
れ
、
私
は
初
年

兵
教
育
の
た
め
、
同
年
兵
よ
り
約
一
年
遅
れ
て
、
初
年
兵
と
と
も

に
昭
和
十
六
年
三
月
十
五
日
宇
品
港
を
出
港
、
三
月
十
九
日
に
塘

沾
港
に
上
陸
、
三
月
十
七
日
河
北
省
石
門
に
到
着
、
三
月
二
十
四

日
河
北
省
鉅
鹿
県
鉅
鹿
到
着
、
部
隊
全
員
と
合
流
す
。

我
々
の
毎
日
の
勤
務
は
、
粛
正
討
伐
で
あ
る
。
日
本
側
に
つ
く



北
支
住
民
の
情
報
に
よ
り
部
落
に
八
路
軍
進
入
の
報
告
を
受
け
、

便
衣
隊
の
服
装
に
替
え
て
敵
の
少
な
い
時
は
小
銃
、
ま
た
は
私
は

■
銃
を
持
っ
て
夜
間
攻
撃
に
出
動
す
る
。
ま
た
昼
の
戦
闘
で
は
、

私
の
一
一
年
式
軽
機
関
銃
は
中
隊
の
一
番
に
使
用
さ
れ
る
の
だ
。

中
隊
長
の
「
軽
機
前
へ
」
の
命
令
で
一
番
先
頭
に
出
て
敵
の
チ
ェ
ッ

コ
機
関
銃
と
の
戦
い
で
あ
る
。
鉄
カ
ブ
ト
の
上
や
横
を
敵
の
銃
弾

が
パ
チ
パ
チ
と
通
っ
て
い
く
。
私
も
何
回
か
鉄
カ
ブ
ト
に
穴
を

掘
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
望
楼
の
勤
務
が
あ
る
。「
シ
ー
サ
ン
開
門
」
と
言
っ
て
物

を
持
っ
て
来
る
者
の
中
に
は
、
敵
兵
の
便
衣
も
い
る
。
一
度
望
楼

を
攻
撃
さ
れ
、
戦
友
が
多
く
手
榴
弾
で
負
傷
死
を
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
闘
を
繰
り
返
し
な
が
ら
地
区
の
電
話
線

道
路
の
確
保
と
勤
務
を
続
け
る
り
ち
、
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
四

日
「
第
三
号
作
戦
」
に
参
加
、
昭
和
十
七
年
五
月
「
浙
■
作
戦
」

に
参
加
、
第
七
十
一
師
団
と
改
称
。

鉅
鹿
を
出
発
、
我
々
鳥
取
連
隊
の
者
は
足
が
丈
夫
と
あ
っ
て
山

岳
戦
に
回
さ
れ
、

完
全
軍
装
で
一
一
年
式
軽
機
関
銃
を
肩
に
担
ぎ
、

上
っ
た
り
下
っ
た
り
、
ま
た
山
砲
の
手
助
け
も
し
、
と
て
も
口
で

は
言
え
な
い
疲
労
の
連
続
で
あ
る
。

中
隊
長
の
「
小
休
止
」
の
命
令
で
斜
面
に
横
に
な
り
何
十
分
ほ

ど
眠
っ
た
か
、
目
を
覚
ま
す
と
雨
が
降
っ
て
い
る
。
完
全
軍
装
の

上
に
雨
の
た
め
、
背
の
う
が
重
く
な
っ
て
い
る
。

突
然
ウ
ワ
ウ
ワ
と
の
声
に
、
山
頂
を
見
れ
ば
、
ど
の
部
隊
か
知

ら
な
い
が
突
撃
を
敢
行
し
て
い
る
。
大
き
な
作
戦
と
も
な
れ
ば
、

休
ん
で
い
る
部
隊
、
肉
弾
戦
を
し
て
い
る
部
隊
等
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
る
な
あ
と
思
う
。

「
出
発
」
の
命
令
で
ま
た
追
撃
戦
の
続
行
で
あ
る
。
ふ
と
先
方

を
見
る
と
部
落
が
あ
る
。
中
隊
長
よ
り
野
営
の
準
備
を
す
る
よ
う

指
示
が
あ
り
、
重
い
背
の
う
を
下
ろ
し
て
野
営
に
か
か
る
。

戦
友
は
あ
ち
こ
ち
と
物
を
探
し
に
い
く
。
私
は
機
銃
の
た
め
武

器
の
手
入
れ
に
か
か
る
。
戦
友
が
帰
っ
て
き
た
。
卵
、
砂
糖
、

菜
っ
葉
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
持
ち
帰
る
。
さ
あ
食
事
が
で
き
た
。
一

番
先
に
み
そ
汁
を
吸
う
。

菜
っ
葉
を
つ
ま
ん
で
か
ん
だ
。「
あ
、
苦
い
」

。
非
常
に
苦
い
。

こ
れ
で
は
味
■
汁
も
吸
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず

タ
バ
コ
の
葉
で
あ
っ
た
。
朝
に
な
っ
た
。
ご
飯
を
炊
い
た
水
は
池

の
水
で
二
、
三
体
の
死
体
が
浮
か
ん
で
い
る
。

戦
争
と
い
う
も
の
は
人
間
の
神
経
を
麻
痺
さ
せ
る
も
の
か
と
思



う
。
さ
あ
出
発
で
あ
る
。
我
々
の
任
務
は
東
鎮
の
飛
行
場
攻
撃
で

あ
る
。
こ
れ
は
米
英
機
発
着
を
阻
止
す
る
目
的
で
あ
る
。
私
の
肩

は
も
う
赤
く
腫
れ
上
が
っ
て
い
る
。
軽
機
が
重
い
。
支
那
服
を
裂

い
て
肩
当
て
に
し
て
進
撃
す
る
。
土
饅
頭
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。

こ
れ
は
墓
だ
そ
う
だ
。
土
饅
頭
の
上
に
軽
機
を
乗
せ
引
き
鉄
を
引

く
。腹
が
減
っ
て
く
る
が
食
べ
物
は
カ
ン
パ
ン
の
み
、
口
の
中
に
ほ

う
り
こ
む
。
追
撃
戦
の
た
め
、
口
の
中
は
か
ら
か
ら
だ
。
カ
ン
パ

ン
は
団
子
と
な
っ
て
の
ど
を
通
ら
ず
、
ま
た
小
便
は
で
き
る
が
、

大
便
を
し
て
い
る
と
皆
に
遅
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
進
撃
中
に

し
て
し
ま
う
の
で
と
て
も
臭
い
。

い
よ
い
よ
目
の
前
に
東
鎮
の
飛
行
場
が
見
え
て
き
た
。
砲
撃
の

音
、
敵
の
チ
ェ
ッ
コ
式
機
関
銃
の
豆
を
い
る
よ
う
な
音
、
来
る
所

ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。
川
の
岸
ま
で
到
着
し
た
。
す
で
に
大
隊
の

部
隊
が
決
死
の
渡
河
戦
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
先
方
の
岸
に
つ

い
た
者
は
な
く
、
途
中
で
全
員
戦
死
。
川
の
流
れ
は
真
っ
赤
に
染

ま
り
、
絵
具
を
流
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大
隊
長
か
ら
我
が
中
隊
長
に
対
し
渡
河
の
命
令
が
下
る
。
井
上

隊
長
は
我
々
に
対
し
て
「
皆
の
命
を
自
分
に
く
れ
」
と
悲
痛
な
声

で
言
う
。
私
は
「
白
タ
ス
キ
」
を
十
字
に
巻
き
付
け
、
一
一
年
式

軽
機
関
銃
を
横
に
抱
え
て
工
兵
の
用
意
を
し
て
く
れ
た
船
に
乗
る
。

敵
は
我
々
に
向
か
っ
て
激
し
い
攻
撃
を
加
え
て
く
る
。

強
力
な
友
軍
の
援
護
射
撃
の
も
と
に
船
は
出
る
。
私
の
機
銃
は

敵
の
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
を
目
標
に
捕
え
た
。
連
続
に
打
ち
ま
く
っ
て

、
敵
の
チ
ェ
ッ
コ
を
沈
黙
さ
せ
、
つ
い
に
敵
前
上
陸
を
敢
行
し
た
。

そ
し
て
敵
を
飛
行
場
外
ま
で
退
却
さ
せ
た
。
わ
が
中
隊
は
夜
間
の

戦
闘
に
備
え
て
川
岸
ま
で
後
退
し
、
攻
撃
の
準
備
に
か
か
る
。
夜

が
き
た
。
思
っ
た
通
り
敵
兵
は
わ
が
軍
が
少
な
い
と
み
た
か
、
攻

撃
を
始
め
て
き
た
。

ア
リ
が
這
う
よ
う
な
攻
撃
で
あ
る
。
友
軍
か
ら
照
明
弾
が
打
ち

上
げ
ら
れ
た
。
私
は
敵
兵
に
向
か
っ
て
連
続
転
射
に
切
り
替
え
、

敵
兵
の
う
め
き
声
を
聞
き
な
が
ら
打
ち
ま
く
っ
た
。
ふ
と
目
の
前

に
影
が
浮
か
ん
だ
と
思
っ
た
瞬
間
、
ド
ー
ン
と
い
う
音
を
聞
い
た

の
が
最
後
、
私
は
意
識
を
失
い
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
後
方
の

野
戦
病
院
で
あ
っ
た
。

顔
面
、
右
上
肢
、
右
大
腿
部
が
手
榴
弾
破
片
創
で
あ
る
。

一
二
中
隊
一
個
中
隊
の
犠
牲
で
大
隊
本
部
全
部
渡
河
を
完
了
し

て
飛
行
場
は
陥
落
し
た
。



か
く
し
て
こ
の
作
戦
は
終
了
し
、
我
が
部
隊
は
満
州
関
東
軍
に

編
入
と
な
り
、
そ
の
後
「
沖
縄
」「
南
方
面
」「
千
島
方
面
」
と

部
隊
は
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

■

行
　 
東
京
都
　
山
崎
純
夫
　 

大
東
亜
戦
争
末
期
の
湘
桂
作
戦
は
、
中
国
奥
地
の
米
空
軍
基
地

の
覆
滅
と
、
中
国
大
陸
と
南
方
を
陸
路
で
結
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

た
作
戦
で
あ
っ
た
。

湘
桂
作
戦
が
始
ま
っ
て
三
か
月
余
、
よ
う
や
く
兵
の
疲
労
度
が

目
に
見
え
て
き
た
。
そ
れ
に
、
食
糧
、
衣
類
、
弾
薬
の
欠
乏
、
こ

の
ま
ま
で
は
漢
口
は
お
ろ
か
桂
林
、
柳
州
ま
で
到
着
す
る
こ
と
も

お
ぼ
つ
か
な
い
。
広
州
か
ら
少
し
ず
つ
作
戦
の
た
め
の
諸
材
料
が

後
送
さ
れ
、
兵
の
疲
労
も
癒
え
て
き
た
。

思
い
出
せ
ば
前
線
基
地
の
江
門
を
出
発
し
、
要
衝
の
地
、
三
埠

を
抜
い
て
待
機
す
る
こ
と
三
カ
月
、
つ
い
に
次
の
目
的
地
、
梧
州

へ
の
攻
撃
命
令
が
出
た
。

梧
州
は
古
く
か
ら
物
資
の
集
散
地
で
あ
り
、
ま
た
軍
事
上
の
要

衝
の
地
で
も
あ
っ
た
。
梧
州
で
西
江
と
桂
江
が
合
流
し
、
滔
々
た

る
大
河
と
な
り
、
下
っ
て
広
州
近
く
で
珠
江
と
な
り
、
南
支
那
海

に
注
ぐ
中
国
で
三
番
目
の
大
河
と
な
る
。

梧
州
へ
の
一
番
乗
り
を
命
令
さ
れ
た
の
は
我
が
中
隊
の
属
す
る

井
上
大
隊
で
あ
り
、
こ
の
上
も
な
い
名
誉
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三

埠
を
出
発
し
て
か
ら
関
平
、
新
興
、
鬱
南
と
小
競
合
い
の
末
、
敵

を
撃
破
し
、
ひ
た
ひ
た
と
一
路
梧
州
へ
と
迫
っ
た
。
広
東
の
デ
ル

タ
地
帯
と
異
な
り
欝
蒼
た
る
原
始
林
の
中
を
進
み
、
湧
水
は
生
の

ま
ま
飲
め
る
ほ
ど
に
澄
ん
で
い
た
。

一
城
を
ほ
お
む
る
と
一
口
に
い
う
が
、
そ
の
前
に
密
偵
、
将
校

斥
候
、
忍
者
部
隊
、
威
力
偵
察
等
々
の
工
作
が
あ
り
、
初
め
て
攻

撃
開
始
と
な
る
。
ま
た
、
突
然
敵
と
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
、
丘

の
上
か
ら
狙
撃
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
日
、
つ
い
に
部
隊
の
先
頭
は
西
江
を
見

下
ろ
す
峠
の
上
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

鳳
兵
団
に
よ
り
梧
州
は
既
に
占
領
さ
れ
た
と
い
う
情
報
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

一
番
乗
り
の
夢
も
消
え
去
り
疲
労
が
ど
っ
と
で
た
。

梧
州
入
城
式
も
儚
い
夢
と
な
っ
た
。




